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　かつて本紙に「創造的修景を考える―より良き次代の
為に」と題して寄稿をさせて頂きました。
 ●「個性と伝統を生かす」とはどういう意味なのか。そ
れらの実例を実感しよう
 ●「すまうということと修景」はどの様に考えればいい
のか
 ●「彦根城周辺の景観重点地域の修景」＝彦根らしい文
化景観とは何かを考えてみよう
 ●「OLD・NEWとOLD＆NEW」古と新の混在ではなく
古の中にある新しさを活かす
 ●「夢を持つこと」が大切。理想とする文化景観を実現
しよう
 ●「時を越えて－時間に耐えうる修景」の発想が大切
 ●「彦根の目指したい「まち像」－発展・活性化とは」
を考える
 ●「“まちや”再生へのおもい」に込められた理念を共有
しよう。
 ●より良き明日の為には創造的修景が必要
 等を述べています。
　今読み直返してもその時に感じていたある種の予兆め
いた想いは変わりません。基本には彦根のまちが活性化
（=商業的にぎわい）の名のもとに古より受け継いだ風
情、情感というものが薄れ、人のつながり、コミュニテ
ィが希薄なものになっていくことへの危機感にも似た哀
惜の念がありました。評論家的に憂いているだけではダ
メで、具体的に行動することが必要だとの思いで“創造
的”というフレーズを使いました。
　　

　
   景観とは建物の外観の連なりという意味だけではな
く、そこで営まれてきた生活文化や人々の思いが表出し
た結果であり、そこに住む人々の思いと営みが形になっ
たものである。古のものに思いを寄せ、さらに手を加え
良きものへと変化し創造していくことが必要だと思いま
す。単に地元愛を抱くというだけではなく積極的に関わ
っていこうと思う人々の存在が不可欠です。
　「シヴィック・プライド」の概念はまさにそこにあ
り、当事者としての責任と誇りを持ち、自分の住むま
ち、周辺の環境へ関わることが必要と気づく人々が増え
ることが地域の文化を守り育て、継げていくことになり
ます。自らが担い手であるという自負心が、生きて生活
する充実感に繋がるということであり、素敵なことだと
気づいてほしいとの思いです。

　彦根景観フォーラムは2017年度、2018年度に文化創
発事業として、「NPO法人ひこね文化デザインフォーラ
ム」との共同作業で、旧城下町内の建物の「悉皆調査」
に基き次の資料を作成しました。
【目 的】
①まちの現状やあるべき将来像を　地域住民や市民に分
かりやすく示すこと。
②まちづくりの協議や会合での議論に具体性を持たせる
データを示すこと。
③好ましい景観を形成するための修景や利活用の指針、
イメージを地域住民や市民と共有すること。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　              →次ページへ
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“自分の住む辺りのまちの在り様や景観を話し合いませんか”
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【調査方法】
① 旧 城 下 町 「 内 町 地 区 と 外 町 地 区 の 一 部 」 内 の 建 物 悉 皆
調査による現地調査票の作成及び写真撮影
②①の調査結果の集計およびデータ化
【提案内容】
① 調 査 に 基 づ く 景 観 寄 与 度 別 の 建 物 分 布 地 図 （ 現 況 お よ
び改修後）の作成
②まちなみ景観の修景指針の作成
③各エリアにおける現在の景観分析の作成
④修景事業案（具体的な物件4件）の作成
⑤ 伝 統 的 景 観 要 素 の 希 薄 な 街 区 で の 好 ま し い 生 活 環 境 の
修景イメージの作成
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こ れ を も と に エ リ ア 毎 に 、 特 徴 あ る 要 素 を 元 に そ の 地 域
に 住 む 人 々 と 「 自 分 た ち の ま ち を 語 る 会 」 を 開 催 し て は
と 考 え て い ま す 。 自 分 の ま ち に 関 心 を 持 ち 、 環 境 や 景 観
は ど う あ っ た ら よ い か 、 そ れ に は ど う 行 動 す る の が よ い
のか、共に考える機会を持てればと思います。

　興味のある方(語る会を開こうと思われる方)は下記まで
御連絡ください。
　彦根景観フォーラム　担当理事　戸所岩雄
　　　　　　　　　TEL．０９０－３２８３－９５０８） 

　 一圓屋敷の一階には書院と呼ばれていた部屋があり
ます。そこにある天袋の絵は、落款から松尾晩翠の作
であることがわかります。この画は山水図で、よくあ
るタイプの風景画だなぁと長年思っていました。よく
あ る タ イ プ の 風 景 画 と 言 う こ と は 、 人 々 が あ こ が れ
て、誰もが癒やされる景観であるとも思います。
　一圓屋敷で「自転車さんぽ」というサイクリングを
するようになって、多賀の深山に分け入ったのち山を
降り田園を抜けると、意外と簡単に琵琶湖岸に出るこ
とがわかりました。

　そういうことを知ったあと、この画を見ると、ひょ
っとしたら、この辺りを描いたのかもしれないと思い
始めました。晩翠さんは、スケッチ場所を探し求めて
多賀道を歩いて行き、あるとき佐和山から琵琶湖が見
えて感動したのかもしれません。
　左に、松原内湖、丸子船、その向こうに磯山、そし
て遠くに竹生島。右は明治に鉄道が通る以前の大洞村
ではないでしょうか。晩翠さんの当時の年齢は24才。
お師匠である内海吉堂さんとこの屋敷に逗留して、美
しい山々と湖水の絵を仕上げたのかもしれません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（江竜美子）
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